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相互行為

本研究は、ミュージアムにおける鑑賞者とガイド、鑑賞者同士の鑑賞の相互行為としてのありかたを社会学的に分析
し、その分析結果からロボットなどを用いてミュージアムにおいて適切な鑑賞支援をすることを目的としている。その
ために、１）鑑賞者と解説者の相互行為において言語的行為と身体的行為の協調のありかた、２）また日本のみなら
ず、多文化的な状況におけるお互いの協調のありかた、３）そして熟達したガイドの観客への解説の社会学的分析を必
要としている。
　このような鑑賞の社会学的分析に基づいて、社会学と工学の協調に基づいた適切な鑑賞支援を行っている。本年度
は、多文化的状況における鑑賞とその鑑賞支援の分析を行うため、日系アメリカ人や日系カナダ人の解説者が鑑賞者に
解説を行う場面を撮影した。
　また、鑑賞支援ロボットの開発を引き続き行った。この成果として、採択率の低いACMのHRI2012にfull paperとして
採択された。
　本研究の意義は、観賞における解説の意味を相互行為において明らかにしたことである。さらに重要なことは、今年
度行った、ハワイ、バンクーバーでの、日系人の語りの分析である。日系人に関する優れた研究は沢山あるが、日系人
が他者にどのように展示を通じて解説を行い、他者の知識や関心に応じてどのように調整を行うかということには、あ
まり関心が注がれていなかった。しかし、本研究では関東社会学会の発表においてその一端を明らかにしたことも、今
年度の重要な業績の一つである。
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11．現在までの達成度

　下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、

　その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。

（区分）

12．今後の研究の推進方策

　本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点

　があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し

　ないこと。
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※　「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する

　　 場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。
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本年度は最終年であるため、成果を論文として出版することにつとめる。鑑賞支援研究においても同様である。

②おおむね順調に進展している

（理由）　ミュージアムでの調査とともに、分析を重ねることによって、鑑賞研究も鑑賞支援研究にも成果が現れてい
る。
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と語り
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Y.Kobayashi, Y. Kuno
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A Techno-Sociological Solution for Designing a Museum Guide Robot:
Regarding Choosing an Appropriate Visitor

Boston, USA2012/3/7
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